
 

 

平成 28 年２月 22 日 

原子力安全対策課 

( ２ ７ － ２ ６ ) 

＜ 16 時 30 分記者発表＞ 
 

 

高浜発電所４号機の「一次系床ドレン注意」警報の発信について 

（原因と対策） 

 

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。 
 

 

記 
 

 

高浜発電所４号機（加圧水型軽水炉；定格出力 87.0 万 kW）は、第 20 回

定期検査中の２月 20 日 15 時 42 分頃、１次冷却材系統の昇温に向け化学体

積制御系統の水をほう素熱再生系統※１に通水したところ、「一次系床ドレ

ン注意」警報※２が発信した。 

このため、15 時 45 分に当該系統への通水を停止するとともに、現

場を確認したところ、４号機の原子炉補助建屋の脱塩塔室前（EL10.5

ｍ）の床面に水たまりを確認した。（漏えい範囲：約２ｍ×約４ｍ×

約１mm（約８リットル））  

水たまりの水を分析したところ、約 1.74Bq/cm3 であった。また、漏えい

した水の量は、床面に漏れた水が原子炉補助建屋サンプ等に回収された量

を含め約 34 リットルであり、放射能量は約 6.0×104Bq と評価※３された。 

この事象による環境への放射能の影響はない。  

 [平成 28 年２月 20 日公表済み] 
※１：イオン交換により、ほう素濃度の調整を行う系統  

※２：原子炉補助建屋床面からサンプに流れ込む水が一定量を超えると警報が発信  

※３：国への法令報告基準： 3.7×10 6Bq 

 

 

１．原因調査 

 （１）現地調査結果 

・ 水たまりの周辺を確認したところ、水たまりの上部にある弁

２台（Ｂ－冷却材脱塩塔の入口側および出口側の弁）の周辺

に水が付着していることを確認した。  

・ ２台の弁とＢ－冷却材脱塩塔を含む系統を隔離して加圧し

たところ、約 1.1MPa まで加圧したところでＢ－冷却材脱塩塔

の入口側の弁の弁箱とダイヤフラムシートの間から漏えい

（約 0.7L／分）が認められた。 

・ Ｂ－冷却材脱塩塔の出口側の弁については、漏えいは認めら

れなかった。このため、漏えい箇所は、Ｂ－冷却材脱塩塔の入

口側の弁と判断した。 

 

 



 

 

（２）Ｂ－冷却材脱塩塔の入口側弁の点検結果 

・ 当該弁については、第 18 回定期検査（平成 20 年８月～平成

21 年１月）において分解点検を実施していることを確認した。 

・ 今回、当該弁を分解点検した結果、弁箱内部に異物や損傷等

の異常がないことを確認するとともに、ダイヤフラムシート

に劣化等の異常がないことを確認した。 

・ 弁のボンネットボルト（４本）の締付状態を確認した結果、

一部のボルトの締付圧が低い状態であり、均等に締付されて

いないことを確認した。 

・ 現場の状況を確認した結果、当該弁は弁駆動軸が水平方向の

弁であり、狭隘な場所に設置されていることから、ボルトの

締付作業にあたり、一部のボルトに適正なトルクがかかって

いなかったものと推定された。 

 

（３）運転記録の調査結果 

・ Ｂ－冷却材脱塩塔の入口側弁の上流に設置されている圧力

計の記録を確認したところ、警報発信前のほう素熱再生系統

への通水操作時に一時的な圧力上昇（約 2.3MPa から約 3.0MPa）

があることを確認した。 

・ 過去の記録を確認したところ、これまでもほう素熱再生系統

への通水操作時に一時的に圧力が上昇していることを確認した。 

 

 

２．推定原因 

  Ｂ－冷却材脱塩塔の入口側弁の一部のボルトについて、締付圧が

低い状態であったため、化学体積制御系からほう素熱再生系統への通

水操作による系統の圧力の一時的な上昇に伴い、当該弁から漏えいが発

生したものと推定された。 

 

３．対策 

当該弁のダイヤフラムシートを新品に取替えるとともに、当該弁

をはじめ、１次冷却水が流れる系統の同種の弁（弁駆動軸が水平方

向の弁）について、適正に締付けられていることを確認する。 

また、締付けにあたっては、作業場所に適した工具を選定するな

ど作業に留意することを弁作業手順書に反映する。  

化学体積制御系統の水をほう素熱再生系統に通水する際には、圧力変

動の影響が小さくなるよう、化学体積制御系統の抽出水の圧力が低い状

態（約 1.0Mpa）で行うこととし、運転操作所則に反映する。 
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